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ここに記載されている注意項目を守らないと、 亡 技接 例こ故/6





6

安全に作業をするために

燃料パイプが破損していると燃料漏れを起こしますので必ず点検してください。

【守らないと】
火災を起こす恐れがあります。
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点検はマフラやエンジンの高温部が冷めてからに。

叫 圥 ま
熱 湯 や 蒸 が 須【 や ｉ

Ｏ 姁 坮 タ バ コ や は だ か 火 照 明 は 厳 禁 で

克
万 一 付 着 と き は 找 に 水 で 洗 い ⎞ く さ い ┾
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安全に作業をするために
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草やほこりが飛び出します。石などが飛びだすことがあります。

【守らないと】
傷害事故を引き起こす恐れがあります。
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本機



18

各部のなまえ

モア



����

�†
¶�t�^�À�`�o�M�h�i�X�h�Š�t�J���†
¶�Ï
X�w�7�“�•�”�›�Ô�`�h�‹�w�p�b�G��

�†
¶�Ï
X�x	×�t���•�•
����w�s�M�‘�O�t�-�j�J���‹�`
����~���æ�`�h	Ô�ù�x	ý�`�M�‹�w�t�7�“�Ú�`�o�X�i�^�M�G��

���æ�‡�h�x
����^�•�h	Ô�ù�x�J���7�/�“�w
b
��3�¢�x�p�þ�æ�À	t�t�<�G�w
¯�›�€�ß�t�]�«���X�i�^�M�G

�º 
æ
¼
j�ø
‹�ß�º
æ
¼
j�ø
‹�ß

�ƒ �������
�����������‰�������
�����
����

�„ �������
�����������Š�������
�����
�
��

�… �������
�����
�����‹�������
���������


�† �������������������Œ������������������

�‡ �������
���������� K �������
����������

�ˆ �������
���������� L �������
����������



20



21

(2) ハンドル
ハンドルの長さおよび角度の調節ができます｡ 

１．長さ調節

ノブ①を左に回すと長さが自由に調節できま

す｡ 位置が決まったら､ ノブを右に回し固定し

てください｡ 

２．角度調節

レバー②を上げるとハンドルの角度を自由に調

節できます｡ 位置が決まったらレバーを下げ固

定してください｡ 

乗り降りの際はこの機構を使用し､ 一番前の位

置にすると便利です｡ 
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(8) ウエイト・トランスファ・コント
ロール（右手操作）

モアのゲージホイルの接地荷重を軽減し､ ゲー

ジホイルで芝を傷めるのを防止します｡ 

〔＋〕の方向にノブを回すとゲージホイルの接

地荷重が少なくなります｡ 

各部のはたらき－なまえとはたらきをよく覚えてください｡

OÖÁ
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1．作業前の点検

● 燃料補給時は､ くわえタバコや裸火照明は絶

対にしないでください｡ 

● エンジン回転中や､ エンジンが熱い間は､ 絶

対に注油・給油はしないでください｡ 

● 燃料を補給したときは､ 燃料キャップを確実

にしめ､ こぼれた燃料はきれいにふきとって

ください｡ 

● 燃料パイプが破損していると､ 燃料もれをお

こしますので､ かならず点検してください｡ 

守らないと､ 火災をおこすおそれがありま

す｡ 

● 点検整備は､ 機械が倒れたり動いたりしない

平坦で安定した場所で車止めをした上で行な

ってください｡ 

守らないと､ 機械が転倒するなど事故をおこ

すおそれがあります｡ 

● 作業機の下へ入るときは､ 落下防止用ストッ

パーを使用してください｡ 守らないと､ 何ら

かの原因で､ 作業機が急に下がったときに､

傷害事故をおこすおそれがあります｡ 

● 点検・整備の修理をするときは､ 必ずエンジ

ンを停止してください｡ 守らないと､ 機械に

巻き込まれて､ 傷害事故をおこすおそれがあ

ります｡ 

● 点検・整備をするときは､ マフラーやエンジ

ンなどの過熱部分が十分に冷めてから行なっ

てください｡ 守らないと､ ヤケドを負うおそ

れがあります｡ 

● 点検・整備などで取外したカバー類は､ かな

らず取付けてください｡ 守らないと､ 機械に

巻き込まれて､ 傷害事故をおこすおそれがあ

ります｡ 

運転と作業のしかた－必ず作業前の点検を行なってください｡
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F キースイッチを抜き取り､ 車両以外の場所

に保管してください｡ 

【取扱いの注意】

● バッテリは､ 使わなくても自然放電します｡

１ケ月に１度は充電器で完全充電してくださ

い｡ 
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２. リフトアームとモアの取付け

A モアをリフトアームの下になるようにモア

を手で押し込みます｡ 

B モアのリフトアームを取付ける場所と､ 本

機に取付けたリフトアームの先端が一直線

になるようにモアを左右芯 にぶスよジプピン押固定込す｡ 

A

B モアのリフトアームり
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させるおそれがあります｡ 

● 作業時はＰＴＯカバーを下げた状態で使用し

てください｡ 

４.リヤリフトロッドの調節

A モアのリヤリフトロッドロックピンを引

き､ リヤリフトロッドを取付けます｡ 

B リヤリフトロッドをスナップピンで固定し

ます｡ 

C





A エンジンを始動させ､ 本機側のリフトコン

トロールレバーを後方に引いて作業機を上

昇させます｡ 

B エンジンを停止させ､ 駐車ブレーキをかけ

ます｡ 

C フロントゲージホイルとリヤゲージホイル

のピンを抜き､ 希望する刈高さを前ページ

の表により決め､ フロントゲージホイルと

リヤゲージホイルを所定の位置にして固定

します｡ 

2．リヤリフトロッドの調節

A エンジンは停止したままで､ 本機のリフト

コントロールレバーを前方に倒して作業機

を下げます｡ 

B リヤリフトロッドのスナップピンを入れる

穴は､ 上から下に向かい20mm､ 35mm､
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点検

ボンネットを開け､ リザーブタンク内の水が

｢上限｣ から ｢下限｣ の範囲にあるか調べてくだ
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17．排気ガスの色について



〔水平に戻すとき〕

A
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不調診断

４．電装関係 
　　　状　　　　　況 
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本機

主な消耗部品

・エンジン関係 
 部品コード 名　　　称 個数／台 備　　　考 １４０５１７０２０ オイルフィルタ １ ＭＣ３０４､ ３６４ 









● 作業灯

●



● クルーズコントロール

●ペダルを踏み続けなくても一定速度走行が可

能でウ

● ＞悉ー●＞ 悉 ー わ 32 鷆 9行ン觕ヘ




